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跡とは

原の辻遺跡は今から約2000年前の弥生時代に

栄えた多重の環濠を持つ集落です。中国の歴史

ヽ書『三国志』の中に書かれた「魏志」倭人伝には

邪馬台国をはじめ、様々な国の様子が記されてい

ます。記された国の中で、国の場所と王都の位置

の両方が特定されるのは国内では唯一「壱岐・

原の辻遺跡」だけです。57文字で壱岐に関する

情報が記されており、立地的に豊かな自然に恵ま

れていること、多くの人が壱岐で生活していたこと、

海を舞台に積極的に交流をしていたことについて

'書いてあります。遺跡からは東アジア最古の船着

場跡や大陸との交流を物語る遺物が多数発見さ

れています。玄界灘に浮かぶ壱岐は大陸や朝鮮

半島と日本を結ぶ架け橋として重要な役割を果

たしていたことがわかる遺跡として、遺物でいうと

「国宝」にあたる「国の特別史跡」に指定された日

ら現代に至る壱岐の歴史に秘められた夢とロマンを伝え、未来

を創造する“力"とする概念を、「時グ (とき)を翔 (なけ)る″レク

ロード・壱岐」とします。

また、「しまごと博物館」「しまごと大学J「しまごと元気館」の3

つのしまづくりの方向性を掲げ、貴重な歴史的遺産や豊かな自

然環境などを一体的かつ計画的に保存するとともに、体験、研

究、学習、観光等の舞台として活用しながら持続可能な活性

化を目指します。

【建物の特色】              ‐
●調査研究成果と展示・交流を有機的につなぐ県立埋蔵文

化財センターと市立博物館が一体となった、効率的で機能

的な建物

●弥生時代の原風景を彿彿させる周辺景観と調和した建物

●「しまごと博物館」「しまごと大学J「しまごと元気館」の拠点と

なる建物
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本を代表する遺跡の1つです。








